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平
成
二
十
五
年
十
月 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

事
務
局 
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５
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― 

７
６
３ 

― 

４
６
７
８ 

 

報
告
・
八
月
十
八
日
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
」
で
田
母
神
俊
雄
氏
講
演
会
開
催

！ 

※
日
時 

八
月
十
八
日
（
日
） 

※
会
場 

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
別
館
ホ
ー
ル 

※
テ
ー
マ
は
、「
座
し
て
平
和
は
守
れ
ず
」。 

※
参
加
者 

三
百
十
名 

講
演
後
の
質
疑
応
答
も
、
活
発
に
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
氏
の
ご
講
演
語
録
を
以
下
に
ご
紹
介 

し
ま
す
。
●
自
分
は
、
日
本
は
良
い
事
を
し
た
と
の
論
文
を
平
成
二
十
年
十
月
に
発
表
し
、
空
幕
長
を
解
任 

さ
れ
た
が
、
政
治
家
は
事
な
か
れ
主
義
。
こ
れ
で
は
日
本
人
の
資
産
を
守
れ
ぬ
。
●
国
際
政
治
は
「
富
と
資 

産
の
分
捕
り
合
戦
」
。
言
っ
て
い
る
事
と
や
っ
て
い
る
事
が
違
う
。
日
本
国
民
は
生
来
、
善
人
ゆ
え
、
国
民 

も
政
治
家
も
騙
さ
れ
る
。
●
米
国
は
横
暴
な
国
。
空
幕
装
備
部
長
時
代
の
こ
と
。
Ｆ-

２
の
タ
イ
ヤ
に
関
す 

る
日
米
協
議
に
関
わ
っ
た
こ
と
あ
り
。
Ｆ-

２
試
作
機
の
タ
イ
ヤ
は
ミ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
。
量
産
は
Ｂ
Ｓ
と
横
浜

ゴ
ム
。
し
か
し
、
先
方
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
准
将
は
、
タ
イ
ヤ
技
術
は
米
国
技
術
の
派
生
で
あ
る
と
言
い
張
っ
た
。 

政
府
間
覚
書
で
は
、
日
本
の
会
社
は
米
国
に
無
償
で
技
術
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
逆
は
不
要
と
さ 

れ
た
。
日
本
は
真
実
・
正
義
を
追
求
す
る
が
、
米
国
は
ゲ
ー
ム
感 

覚
な
の
だ
。
●
米
国
の
第
一
戦
略
は
、
日
独
の
経
済
支
配
と
日
本 

を
軍
事
的
に
自
立
さ
せ
な
い
こ
と
。
日
本
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
偵
察
衛
星 

に
よ
る
情
報
等
、
米
国
支
配
下
。
戦
後
の
２
Ｄ
Ｋ
住
宅
は
、
日
本 

の
大
家
族
制
度
の
崩
壊
が
狙
い
。
神
社
で
集
会
を
さ
せ
な
い
た
め
、 

公
民
館
を
増
設
。
●
国
際
法
と
は
明
文
化
さ
れ
た
も
の
と
慣
習
法 

の
総
合
体
。
世
界
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
示
す
ネ
ガ
テ
ィ 

ブ
リ
ス
ト
。
日
本
は
や
れ
る
こ
と
を
示
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
。 

集
団
的
自
衛
権
以
前
に
個
別
自
衛
権
も
発
動
で
き
ず
海
上
警
備 

行
動
も
制
約
あ
り
。
（
刑
法
に
は
正
当
防
衛(

三
六
条)

と
緊
急
避 

難
命
令(

三
七
条)

以
外
武
器
使
用
で
き
ず
と
。）
●
中
国
は
尖
閣 

で
や
ら
れ
て
も
絶
対
に
戦
争
を
起
こ
さ
ぬ
。
中
国
の
徴
兵
制
で
の 

応
募
者
は
負
け
組
が
殆
ど
。
従
っ
て
三
分
の
一
は
戦
力
に
な
ら
な 

い
。
人
権
無
視
の
国
家
で
あ
り
、
日
本
は
相
手
国
の
望
み
ど
お
り 

銃
撃
戦
で
攻
め
て
や
れ
ば
よ
い
。
事
実
、
中
国
戦
艦
が
パ
ラ
オ
に 

侵
入
し
た
際
、
パ
ラ
オ
が
沈
め
た
し
、
韓
国
と
は
銃
撃
戦
は
行
わ 

れ
て
い
る
が
、
戦
争
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
大
人
の
冷
静
な
対
応
を
と
言
う
が
、
そ
う
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、 

相
手
は
子
供
の
対
応
を
取
っ
て
来
る
。
戦
争
は
政
府
が
や
る
と
言
わ
ぬ
と
起
こ
ら
ぬ
。
末
端
の
戦
闘
が
ズ
ル 

ズ
ル
と
戦
争
に
な
る
と
い
う
の
は
ウ
ソ
。
●
尖
閣
は
制
空
権
を
取
る
べ
き
。
空
対
空
は
情
報
戦
。
中
国
は
ま 

だ
右
往
左
往
。
潜
水
艦
の
稼
働
率
は
十
五
％
位
で
情
報
戦
に
騙
さ
れ
る
な
。
原
発
の
危
険
性
も
し
か
り
。
現 

地
調
査
は
反
対
派
ば
か
り
。
金
を
払
っ
て
入
る
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
の
方
が
放
射
能
は
多
い
。
●
今
、
日
本
は
政 

治
が
決
断
で
き
な
い
。
軍
に
対
し
て
や
れ
と
言
え
る
か
、
Ｎ
Ｏ
。
●
外
交
と
は
、
国
益
を
最
大
に
す
る
こ
と
。 

目
の
前
の
国
を
喧
嘩
さ
せ
る
こ
と
。
●
Ｆ
３
５
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
米
国
か
ら
の
購
入
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク 

ス
が
多
い
。
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
よ
り
安
い
が
、
日
本
の
技
術
力
の
低
下
を
招
く
。
現
状
、
日
米
安
保
の
下
で

は
米
国
に
占
拠
さ
れ
て
お
り
、
米
国
製
を
購
入
し
な
い
と
戦
闘
機
を
作
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
已
む
無

し
の
感
。
安
倍
首
相
が
進
め
る
国
力
増
強
に
は
少
な
く
と
も
十
年
は
か
か
る
。
●
安
倍
首
相
の
積
極
財
政
は 

歴
史
的
に
成
功
の
法
則
。
大
い
に
期
待
す
る
。 

（
日
本
青
年
協
議
会<

東
海>

・
棚
橋
美
治
・
記
よ
り
抜
粋
） 

 

※
「
第
十
二
回
も
う
一
つ
の
戦
争
展
パ
ネ
ル
集
・
こ
ん
な
に
ヤ
バ
イ
よ
日
本
国
土
」
発
刊
。
現
在
抱
え
る
日

本
領
土
の
実
態
を
解
り
や
す
く
解
説
。
ご
希
望
の
方
は
、
同
会
事
務
局
ま
で
。
一
冊
・
五
百
円
（（
送
料
別
） 

 

報

告

・

全

国

キ

ャ

ラ

バ

ン

隊

報

告

会

、

街

宣

！ 

去
る
九
月
一
日
、
夏
恒
例
の
日
本
会
議
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
県
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
大
橋
岳
彦
隊 

長
（
明
成
社
）、
門
前
恭
輔
副
隊
長
（
明
治
神
宮
）
、
坂
直
純
事
務
局
長
（
日
本
会
議
事
務
総
局
）
の
三
名
。 

 
 

 
 

本
年
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
テ
ー
マ
は
「
国
民
の
力
で
憲
法
改
正
を
」
で
あ
る
。
報
告
会
に
は
愛
知 

 
 

 
 

県
在
住
の
日
本
会
議
会
員
が
約
三
十
名
参
加
。
冒
頭
に
重
冨
亮
愛
知
県
本
部
会
長
よ
り
歓
迎
の
言 

葉
。
次
に
大
橋
隊
長
よ
り
、
先
の
参
議
院
選
挙
の
勝
利
を
受
け
て
、
憲
法
改
正
状
況
が
好
転
し
た 

こ
と
の
分
析
と
、
改
憲
の
論
点
を
ど
こ
に
置
き
、
ど
う
国
民
運
動
を
進
め
る
か
を
基
調
で
述
べ
ら 

れ
た
。
特
に
九
六
条
の
本
質
は
改
憲
阻
止
条
項
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
を
突
破
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

保
守
の
中
に
は
九
六
条
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
者
も
あ
る
が
、
日
本
会
議
は
九
六 

条
改
正
が
不
可
欠
。
ま
た
非
常
事
態
条
項
も
先
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
国
家
国
民
を
守 

る
た
め
に
こ
の
条
項
が
必
要
。
さ
ら
に
は
、
護
憲
派
が
運
動
の
主
戦
場
を
国
会
発
議
か
ら
国
民
投 

票
に
移
し
て
お
り
、
全
国
の
小
学
校
校
区
単
位
に
単
位
組
織
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
力
説 

さ
れ
参
加
者
は
大
い
に
賛
同
し
た
。
最
後
に
、
藤
沢
た
だ
ま
さ
前
名
古
屋
市
会
議
員
よ
り
激
励
の 

言
葉
を
い
た
だ
き
報
告
会
を
終
了
。
そ
の
後
は
、
場
所
を
名
古
屋
駅
前 

に
移
し
て
「
尖
閣
諸
島
を
守
る
」
街
頭
署
名
活
動
を
地
元
会
員
共
々
に 

行
い
、
そ
の
夜
は
名
古
屋
に
一
泊
。
翌
早
朝
に
は
、
三
重
県
へ
。 

 
 

 
 

（
日
本
会
議
愛
知
県
県
本
部
事
務
局
長
・
服
部
守
孝
・
記
） 

 
 

案

内

・

西

春

日

井

支

部

街

宣

活

動

推

進

！ 

西
春
日
井
支
部
で
は
昨
年
九
月
よ
り
、
北
名
古
屋
市
を
中
心
に
、
清
須
市
、
西
春
日
井
郡
豊
山
町
の
三
つ
の

地
区
の
駅
周
辺
の
あ
ち
こ
ち
で
曜
日
、
時
間
を
問
わ
ず
一
週
間
一
回
ペ
ー
ス
で
街
宣
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
●
テ
ー
マ
は
【
自
主
憲
法
制
定
！
】
日
本
会
議
の
活
動
方
針
に
外
れ
な
け
れ
ば
何
を
話
さ
れ
て
も
結
構

で
す
。
●
マ
イ
ク
を
持
っ
て
話
し
た
い
け
ど
、
何
を
話
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、
ま
ず
チ
ラ
シ
配
り

か
ら
●
愛
知
県
下
の
会
員
の
皆
様
、
地
区
外
の
方
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
●
街
宣
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
私
ま

で
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
●
時
間
と
場
所
も
で
き
る
限
り
参
加
者
の
都
合
に
合
わ
せ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
西
春
日
井
支
部
・
支
部
長 

水
田
美
子
〈
携
帯
・
〇
七
〇
・
五
六
四
七
・
五
一
三
九
〉・
記
） 

 
 

案

内

・

第

二

回

名

古

屋

東

支

部

定

例

会

、

街

宣

！ 
<

第
一
部>

●
開
催
日
時 

十
月
十
九
日
（
土
）
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

 
 

 
 

 
 

●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
（

名
古
屋
市
天
白
区
野
並 

二-

三
九
一
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
２-

８
９
５-

５
１
０
５
） 

●
【
勉
強
会
】 

テ
ー
マ 

「
神
道
概
論
」・
講
師 

名
古
屋
東
部
支
部 

石
岡
淳
一
副
支
部
長 

●
会
費 

５
百
円 

<
第
二
部>

●
開
催
日
時 

十
月
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

●
【
街
宣
】
場
所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地
、
目
的
「
自
主
憲
法
制
定
」 

●
会
費 

無
料 

 
 

 
 

（
名
古
屋
東
部
支
部
・
支
部
長 

江
﨑
雅
博
〈
携
帯
・
〇
九
〇
・
二
六
八
九
・
六
〇
七
五
〉・
記
） 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

十
月
は
十
月
六
日
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
。
引
き
続
き
十
一
月
三
日
、
十
二
月
一
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

軍
手
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
を
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
ご
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止 

に
な
り
ま
す
が
、
疑
わ
し
い
天
気
の
場
合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
服
部
宛
お
電
話
下
さ
い
。(

０
９
０
・
６
４
６
６
・
１
５
９
２
〉 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
引
き
続
き
ご
購
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 


